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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年8月20日(2009.8.20)

【公表番号】特表2009-500944(P2009-500944A)
【公表日】平成21年1月8日(2009.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2009-001
【出願番号】特願2008-520256(P2008-520256)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/173    (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ   9/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/173   ６３０　
   Ｈ０４Ｌ   9/00    ６０１Ｂ
   Ｈ０４Ｎ   7/173   ６１０Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年6月18日(2009.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータによって実施される方法であって、
　ストリーミング用制御プロトコルを使用して、保護付きコンテンツを交換するための制
御フローの確立を試みること、および、
　データフローを使用して保護付きコンテンツの通信を可能にすることを含み、前記デー
タフローはトランスポートプロトコルを使用することを特徴とする方法。
【請求項２】
　制御フローの確立を試みる前記動作は、
　前記保護付きコンテンツを送信するように構成された送信側にライセンス要求メッセー
ジを送信すること、および、
　ライセンスを含むライセンス応答メッセージを前記送信側から受信することを含むこと
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　制御フローの確立を試みる前記動作は、
　前記保護付きコンテンツを再生するように構成された受信側からライセンス要求メッセ
ージを受信すること、および、
　ライセンスを含むライセンス応答メッセージを前記受信側に送信することを含むことを
特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　制御フローの確立を試みる前記動作は、ＲＴＳＰを使用して達成されることを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　制御フローの確立を試みる前記動作は、
　ＲＴＳＰ　ＤＥＳＣＲＩＢＥ要求の本文中でライセンス要求メッセージを送信側に送信
すること、および、
　ライセンスを含むライセンス応答メッセージを含むＲＴＳＰ　ＳＥＳＳＩＯＮ　ＤＥＳ
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ＣＲＩＰＴＩＯＮ　ＰＲＯＴＯＣＯＬ（ＳＤＰ）を前記送信側から受信することをさらに
含むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　制御フローの確立を試みる前記動作は、
　ＲＴＳＰ　ＤＥＳＣＲＩＢＥ要求の本文中でライセンス要求メッセージを受信側から受
信すること、および、
　ライセンスを含むライセンス応答メッセージを含むＲＴＳＰ　ＳＥＳＳＩＯＮ　ＤＥＳ
ＣＲＩＰＴＩＯＮ　ＰＲＯＴＯＣＯＬ（ＳＤＰ）を前記受信側に送信することをさらに含
むことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　保護付きコンテンツの通信を可能にする前記動作は、ＲＴＰを使用して達成されること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記保護付きコンテンツのストリーミング中に前記保護付きコンテンツに関連するポリ
シーまたはフォーマット情報を更新することをさらに含むことを特徴とする請求項１に記
載の方法。
【請求項９】
　前記保護付きコンテンツに関連するポリシーまたはフォーマット情報を更新する前記動
作は、前記ストリーミング用制御プロトコルを介して更新を送信することを含むことを特
徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記保護付きコンテンツに関連するポリシーまたはフォーマット情報を更新する前記動
作は、前記ストリーミング用制御プロトコルを介して更新を受信することを含むことを特
徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　コンピュータによって実施される方法であって、
　ＲＴＳＰを使用して、保護付きコンテンツを交換するための制御フローを確立すること
、および、
　データフローを使用して保護付きコンテンツの通信を可能にすることを含み、保護付き
コンテンツはＲＴＰを使用してカプセル化されることを特徴とする方法。
【請求項１２】
　保護付きコンテンツの通信を可能にする前記動作は、暗号化された保護付きコンテンツ
を含むＲＴＰパケット中に、前記暗号化された保護付きコンテンツを復号するために復号
プロセスで利用することのできる暗号化パラメータを含めることを含むことを特徴とする
請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＲＴＰパケットは、複数の異なる暗号化済みペイロードを含むことができることを
特徴とする請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　保護付きコンテンツの通信を可能にする前記動作は、
　暗号化された保護付きコンテンツを復号するために復号プロセスで利用することのでき
る暗号化パラメータを含む記述子を定義すること、および、
　前記記述子を前記保護付きコンテンツに関連付けることを含むことを特徴とする請求項
１１に記載の方法。
【請求項１５】
　保護付きコンテンツの通信を可能にする前記動作は、
　ＲＴＳＰ　ＤＥＳＣＲＩＢＥ要求の本文中でライセンス要求メッセージを送信側に送信
すること、
　前記ＲＴＳＰ　ＤＥＳＣＲＩＢＥ要求の本文中で前記ライセンス要求メッセージを受信
側から受信すること、
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　ライセンスを含むライセンス応答メッセージを含むＲＴＳＰ　ＳＥＳＳＩＯＮ　ＤＥＳ
ＣＲＩＰＴＩＯＮ　ＰＲＯＴＯＣＯＬ（ＳＤＰ）を前記受信側に送信すること、および、
　前記ライセンスを含む前記ライセンス応答メッセージを含む前記ＲＴＳＰ　ＳＥＳＳＩ
ＯＮ　ＤＥＳＣＲＩＰＴＩＯＮ　ＰＲＯＴＯＣＯＬ（ＳＤＰ）を前記送信側から受信する
ことをさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
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